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１ 調査の目的 

県民の生活についての意識、県政の主要課題についての意識などを把握し、県政推進のための

基礎的な資料とする。 

 
２ 調査の内容 

  

３ 調査の設計 
○調査地域  静岡県全域 

○調査対象  県内在住の満 20 歳以上の男女個人 

○標 本 数      2,000 

○抽出方法  層化二段無作為抽出法 

○調査方法  調査員による面接調査 

○調査時期  平成 16 年７月６日～７月 27 日 

○調査機関  株式会社サーベイリサーチセンター静岡事務所 

 
４ 回収結果 

 20 歳以上の推定人口 標本数 回収率（％） 

東   部 

中   部 

西   部 

1,007,460 

990,356 

1,041,220 

663 

652 

685 

503（75.9） 

520（79.8） 

528（77.1） 

全   県 3,039,036 2,000 1,551（77.6） 

 
 
 
１ 結果は百分率で表示した。数表・グラフの百分率は小数第２位を、結果の概要説明文では小数

第１位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しない

ことがある。 

２ 回答結果は 1,551 を 100％として示した。なお一部の方に対する質問では、質問該当者を 100％

とするのを原則とした。 

３ 質問の末尾に（Ｍ.Ａ.）とあるのは、１人の対象者に２つ以上の回答を認めたもので、その百

分率の合計は 100％を超える場合がある。 

（１）生活についての意識        （６）快適な高齢期に向けての意識 
（２）県の仕事に対する関心 （７）2007年ユニバーサル技能五輪国際大会の県民周知度 
（３）犯罪の発生と防止についての意識  （８）家庭教育についての意識 
（４）オゾン層保護とフロン回収についての意識 （９）静岡県の２０年後の姿    
（５）花や緑に対する意識  

調査の概要 

この冊子のよみかた  
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全県(1,551)
〔子どもの年代〕
　子どもはいない(101)
　未就学児(82)
　小学生(112)
　中学生(51)
　高校生・予備校生・大学受験生（69）
　短大・高専・大学・大学院・専門学生（64）
　社会人(806)

楽になっている

3.4

4.0

2.4

4.5

2.0

1.4

3.1

3.1

0 20 40 60 80

同じようなもの

64.7

64.4

74.4

63.4

64.7

65.2

53.1

62.9

0 20 40 60 80

苦しくなっている

30.4

30.7

22.0

30.4

33.3

33.3

43.8

32.9

0 20 40 60 80

わからない

1.5

1.0

1.2

1.8

0.0

0.0

0.0

1.1

0 20 40 60 80
（％）

Ｑ１ お宅の暮らし向きは、去年の今頃と

くらべてどうでしょうか。楽になって

いますか、苦しくなっていますか、同

じようなものですか。 

 

 

65％が「同じようなもの」と回答し

ている。「苦しくなっている」は30％

と、３人に1人の割合となっている。 

 

 

平成11年度から15年までは、「同じよ

うなもの」が緩やかな減少傾向で、

一方、「苦しくなっている」は増加傾

向であったが、本年度は「同じよう

なもの」が4.8ポイント増、「苦しく

なっている」は5.6ポイント減となっ

ている。 

 

 

「同じようなもの」は、40～60代で

低く、「苦しくなっている」では高い。

特に50代が41％とピークになってい

る。 

 

 

 

「苦しくなっている」は、子ども（第

1子）の年代が「短大・高専・大学・

大学院・専門学校生」の場合で最も

高く、44％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

全 体        

経 年 比 較        

年 代 別        

子どもの年代別 

暮らし向き 「苦しくなっている」という人は 30％で減少

件数 

1,551

（Ｎ） 

（Ｎ） 

64.7 30.43.4 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽になっている 同じようなもの
苦しくなっている

わからない

4.1 3.6 2.4 1.9 3.0 2.7 2.8 2.5 2.4 3.4

66.9 69.1 66.2

56.6

65.4 65.6 64.3 62.3 59.9
64.7

26.7 25.2 28.7

39.3
30.9 30.2 31.4 34.2 36.0

30.4

0

20

40

60

80

100

平成7年
Ｎ=1,738

平成8年
Ｎ=1,733

平成9年
Ｎ=1,757

平成10年
Ｎ=1,757

平成11年
Ｎ=1,669

平成12年
Ｎ=1,647

平成13年
N=1,671

平成14年
N=1,664

平成15年
N=1,673

平成16年
N=1,551

（％） 楽になっている

同じようなもの

苦しくなっている

全県(1,551)
〔年代〕
　20代(168)
　30代(231)
　40代(266)
　50代(361)
　60代(329)
　70歳以上(196)

楽になっている

3.4

7.1

3.0

3.8

4.7

1.5

0.5

0 20 40 60 80

同じようなもの

64.7

77.4

68.0

61.3

53.2

67.2

71.4

0 20 40 60 80

苦しくなっている

30.4

10.7

27.3

34.2

40.7

31.0

26.0

0 20 40 60 80

わからない

1.5

4.8

1.7

0.8

1.4

0.3

2.0

0 20 40 60 80
（％）
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20 30 40 50 60 70
代 代 代 代 代 歳

以
上

〔

年
代
〕

悩みや不安を感じている

60.258.4

72.6
66.9

63.2
44.0

0

20

40

60

80

100

（％）

全県
（62.5）

Ｑ２ あなたは日常生活の中で、悩みや不

安を感じていますか。それとも別に不

安は感じていませんか。 

ＳＱ〔回答票１〕悩みや不安に思っている

ことは、どのようなことですか。この

中からいくつでもあげてください。 

（Ｍ.Ａ.） 

 

 

日常生活の中で「悩みや不安を感じ

ている」人は６割以上を占めている。 

 

 

 

「悩みや不安を感じている」人の割

合は、平成14年と昨年は減少傾向に

あったが、本年度は、2.4ポイントの

増加となっている。 

 

 

「悩みや不安を感じている」人の割

合は、50代が73％、40代が67％と高

くなっている。 

 

 

 

 

 

「老後の生活設計について」が52％

と、半数を超えており、以下、「自分

や家族の健康について」、「今後の生

活費の見通しについて」、「自分や家

族の生活上の問題について」の順と

なっている。 

 

 

 

 

全 体        

経 年 比 較        

年 代 別        

悩みや不安の内容 

日常生活の悩みや不安 「悩みや不安を感じている」人が 63％

件数 

1,551

Ｎ＝970 

35.7 1.762.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

悩みや不安を感じている 悩みや不安を
感じていない

わからない

60.7 60.9 63.0
68.6

56.4 57.4
63.2 61.4 60.1 62.5

35.8 34.7 31.5
27.0

42.0 40.2
34.8 36.5 38.0 35.7

3.5 4.4 5.5 4.4 1.6 2.4 2.0 2.0 1.9 1.7
0

20

40

60

80

100

平成7年
Ｎ=1,738

平成8年
Ｎ=1,733

平成9年
Ｎ=1,757

平成10年
Ｎ=1,757

平成11年
Ｎ=1,669

平成12年
Ｎ=1,647

平成13年
N=1,671

平成14年
N=1,664

平成15年
N=1,673

平成16年
N=1,551

（％） 悩みや不安を感じている

悩みや不安を感じていない

わからない

老後の生活設計について

自分や家族の健康について

 今後の生活費の見通しについて

 自分や家族の生活上の問題について

東海地震などの災害について

 犯罪の凶悪化や低年齢化について

 自分の仕事上の問題について

環境変化について

その他

52.4

50.6

42.9

39.2

37.6

31.0

26.3

14.5

1.9

0 20 40 60
（％）
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42.3 18.515.0
2.5

9.1
11.0 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

静岡県に愛着
があるから

国や市町村行政も
含め政治や行政に
関心があるから

その他

自分の生活に関係
があるから

県が現在行っている
ことに不満があるから

県に行って欲しい
ことがあるから

新聞やテレビなどで
県政についてよく見
聞きするから

41.0 13.6 9.1 4.8 12.01.0 14.4 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

静岡県に愛着が
ないから

国や市町村行政も
含め政治や行政には
関心がないから

その他

自分の生活
にあまり関係
がないから

忙しいから

県政はわかりにくいから

県の仕事
を信頼して
いるから

自分の意見を
出しても反映
されないから

関心層

57.458.258.261.0

52.754.957.3
50.252.550.0

0

20

40

60

80

平成7年
Ｎ=1,738

平成8年
Ｎ=1,733

平成9年
Ｎ=1,757

平成10年
Ｎ=1,757

平成11年
Ｎ=1,669

平成12年
Ｎ=1,647

平成13年
N=1,671

平成14年
N=1,664

平成15年
N=1,673

平成16年
N=1,551

（％）

Ｑ３〔回答票２〕あなたは県の政治や行政

にどの程度関心がありますか。この中

ではどうでしょうか。 

ＳＱ１〔回答票３〕県政に関心がある理由

を１つだけあげるとすれば、この中で

はどうでしょうか。 

ＳＱ２〔回答票４〕県政に関心がない理由

を１つだけあげるとすれば、この中で

はどうでしょうか。 

 

 

「非常に関心がある」と「まあまあ

関心がある」を合わせた、57％の人

が県政に関心を持っている。 

 

 

県政に関心を持っている人の合計は、

平成13年度は、過去10年間の調査の

中で最高となっていたが、減少に転

じ、本年度は前年度よりも0.8ポイン

ト減になっている。 

 

 

「自分の生活に関係があるから」が

42％で最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

「県政はわかりにくいから」が41％

で最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

全 体        

経 年 比 較        

関心がある理由 

関心がない理由 

県政への関心度 57％の人が県政に関心を持っている

件数 

1,551

件数 

891 

件数 

627 

47.3 35.4 5.010.1 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に関心がある

あまり関心がない
わからない

まあまあ関心がある

まったく関心がない
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7.1 36.9 18.6 3.027.6 6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝える方法を
知らなかったから

その他

忙しかったから

めんどうだったから

伝えても無駄だと
思ったから

なんとなく、
特に理由はない

91.58.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝えた 伝えなかった

62.237.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

20 30 40 50 60 70
代 代 代 代 代 歳

以
上

(168) (231) (266) (361) (329) (196)（N=1,551）

〔

年
代
〕

意見がある

28.0
34.6

39.5
46.8

40.1

27.6

0

20

40

60

（％）

Ｑ４ あなたはこの1年間に県の仕事につい

て、意見や要望を持ったり、不満を感

じたことがありますか。 

ＳＱ１ それでは、そのことを県に伝えま

したか。 

ＳＱ２〔回答票５〕意見や要望及び不満が

あっても、県に伝えなかったのは、ど

うしてでしょうか。この中から主な理

由を１つだけあげてください。 

 

 

県の仕事について、意見や要望、不

満が「ある」と回答した人は38％と

なっている。 

 

 

意見や要望、不満が「ある」人の割

合は、40代から60代の中高年代で４

割程度と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

意見や要望、不満が「ある」人のう

ち、県に伝えた人は9％にとどまっ

ている。 

 

 

 

「伝えても無駄だと思ったから」と

回答した人は、37％で最も多い。次

いで「伝える方法を知らなかったか

ら」が28％となっている。 

全 体        

年 代 別        

伝 達 の 有 無 

伝達しなかった理由 

県への意見や要望、不満 

件数 

1,551

件数 

587 

件数 

537 

意見や要望、不満が「ある」人は 38％、 
そのうち県に伝えた人は 9％ 
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県民の意見や要望を直接県の
各機関の職員が聴く制度の充実

世論調査などの調査活動の充実

県民の意見や要望を葉書や手紙、ファクシミリ、
電子メールなどで聴く制度の充実

自由に意見が書き込めるｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上
の電子会議室の設置

県の機関への意見箱の設置

知事と県民とが直接対話をする場の充実

県政に関するアンケート調査などを
行うモニター制度の充実

その他

特にない、わからない

28.8

23.0

22.1

20.6

20.3

19.1

18.4

2.3

13.5

0 10 20 30 40

（％）

Ｑ５〔回答票６〕あなたの意見や要望を県

政に反映させるために、どのようなこと

を充実させてほしいですか。この中から

２つまであげてください。 

（Ｍ.Ａ.） 

 

 

「県民の意見や要望を直接県の各機

関の職員が聴く制度の充実」が29％

で最も多く、以下、「世論調査などの

調査活動の充実」、「県民の意見や要

望を葉書や手紙、ファクシミリ、電

子メールなどで聴く制度の充実」、

「自由に意見が書き込めるインター

ネット上の電子会議室の設置」、の順

となっている。 

 

 

 

「世論調査などの調査活動の充実」

は、年代が高くなるほど多くなる傾

向がみられる。「県民の意見や要望を

葉書や手紙、ファクシミリ、電子メー

ルなどで聴く制度の充実」及び「自

由に意見が書き込めるインターネッ

ト上の電子会議室の設置」は20代か

ら40代の若年代で高く、年代が高く

なるほど減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体        

年 代 別        

Ｎ＝1,551 

（Ｎ） 

（Ｎ） 

県への意見や要望を 
反映させる手段 「県民の意見や要望を直接県の各機関の職員が

聴く制度の充実」が 29％で最も多い 

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

県民の意見や要望を
直接県の各機関の
職員が聴く制度の充実

28.8

19.6

28.6

33.5

33.8

27.1

24.5

0 10 20 30 40 50

世論調査などの
調査活動の充実

23.0

20.2

19.9

18.0

21.3

27.4

31.6

0 10 20 30 40 50

県民の意見や要望を葉書
や手紙、ファクシミリ、電子
メールなどで聴く制度の充実

22.1

35.7

30.3

31.2

21.1

10.9

9.2

0 10 20 30 40 50（％）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

知事と県民とが直接
対話をする場の充実

19.1

22.0

16.0

16.9

19.7

22.2

17.3

0 10 20 30 40 50

県の機関への
意見箱の設置

20.3

17.3

21.6

18.0

19.9

22.5

21.4

0 10 20 30 40 50

自由に意見が書き
込めるｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の
電子会議室の設置

20.6

38.7

28.6

37.2

15.5

9.1

2.0

0 10 20 30 40 50

県政に関するアンケート
調査などを行うモニター
制度の充実

18.4

8.9
15.2
15.0

24.9
23.1

14.8

0 10 20 30 40 50（％）
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高齢者や障害のある人などの福祉対策の推進

地震や風水害などの防災対策の推進

交通事故や犯罪のない社会づくり

良好な生活環境の確保

健康づくりの推進や保健医療体制の整備

物価・消費者対策の推進

学校教育の充実

雇用対策の推進

少子化対策や子育て支援対策の推進

快適な都市づくり・住まいづくりの推進

自然環境の保全と有効活用

食品・医薬品の安全確保や感染症の予防対策などへの取組の推進

道路・港湾・空港などの交通網の整備

青少年の健全育成や地域ｺﾐｭﾆﾃｨ形成への支援

年齢・性・身体・国籍等に関係なくすべての人が尊重される考え方の普及

家庭教育の充実

地球環境保全対策の推進

環境への負荷の少ない循環型社会の構築

生涯スポーツや競技スポーツの振興

産業を担う人材の育成

生涯学習機会の充実

ボランティアやＮＰО活動の促進

農林水産業の支援

伝統や歴史に培われた文化の継承と発展

商業や観光産業の支援

製造業の支援

新産業の創出などの産業の国際競争力強化の支援

新しい芸術文化づくりの推進

国内・海外との交流とイベントなどによる魅力の発信

男女共同参画の推進

高度情報通信体系の整備

科学技術の振興

その他

特にない、わからない

36.9

36.8

29.3

28.9

27.5

24.5

21.7

21.5

21.1

19.2

17.9

14.8

13.9

11.7

10.7

10.5

9.9

8.8

8.4

8.2

7.8

7.4

6.6

6.3

6.1

4.8

4.1

3.9

2.8

2.4

1.5

1.0

1.9

2.3

0 10 20 30 40 50
（％）

Ｑ６〔回答票７〕あなたが、県に特に力を

入れてほしいと考えることを、この中

から５つまであげてください。 

（Ｍ.Ａ.） 

 

 

「高齢者や障害のある人などの福祉

対策の推進」が37％で第１位、以下、

「地震や風水害などの防災対策の推

進」、「交通事故や犯罪のない社会づ

くり」、「良好な生活環境の確保」、「健

康づくりの推進や保健医療体制の整

備」、の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１位の「高齢者や障害のある人な

どの福祉対策の推進」、第５位の「健

康づくりの推進や保健医療体制の整

備」は、いずれも年代が高くなるに

つれて、割合が高い傾向にある。第

３位の「交通事故や犯罪のない社会

づくり」は、70歳以上が42％と特に

高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体        

県に望む施策 「高齢者や障害のある人などの福祉対策の推進」が第１位

Ｎ＝1，551 

年 代 別        

（Ｎ）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

高齢者や障害のある人
などの福祉対策の推進

36.9

31.5

23.4

32.7

38.0

45.0

47.4

0 20 40 60 80

地震や風水害など
の防災対策の推進

36.8

39.3

34.2

42.9

36.0

37.1

30.1

0 20 40 60 80

良好な生活環境の確保

28.9

24.4

33.8

31.2

25.5

28.3

31.1

0 20 40 60 80

交通事故や犯罪の
ない社会づくり

29.3

26.2

29.4

25.6

28.0

27.7

42.3

0 20 40 60 80

健康づくりの推進や
保健医療体制の整備

27.5

14.3

21.6

25.6

21.9

38.6

39.8

0 20 40 60 80
（％）
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55.3 11.028.5

0.8 0.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に多くなった 多くなった 変わらない わからない

非常に少なくなった少なくなった

Ｑ７〔回答票８〕あなたは、県内の犯罪の

発生状況についてどのように感じていま

すか。 

 

 

「多くなった」が55％で最も多く、

続いて、「非常に多くなった」と、8

割以上の人が「犯罪が多くなった」

と感じている。 

 

 

 

 

 

「非常に多くなった」が20代、30代

で18％と全県を10ポイント以上下

回っている。さらに、「非常に多くなっ

た」と「多くなった」を合わせた『犯

罪が多くなったと感じている人』は、

20代で68％と特に少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体        

年 代 別 

県内の犯罪が、「非常に多くなった」、「多くなった」
と感じている人は、84％ 犯罪の発生状況

件数

1,551

（Ｎ）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

（Ｎ）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

非常に多くなった

28.5

17.9

17.7

28.6

32.1

36.8

29.6

0 20 40 60 80

多くなった

55.3

50.0

64.5

56.4

56.5

49.5

54.6

0 20 40 60 80

変わらない

11.0

20.2

9.5

10.5

9.4

9.7

10.2

0 20 40 60 80

（％）

少なくなった

0.8

3.0

0.4

0.0

0.3

1.2

0.5

0 20 40 60 80

非常に少なくなった

0.3

0.6

0.4

0.4

0.0

0.3

0.5

0 20 40 60 80

わからない

4.2

8.3

7.4

4.1

1.7

2.4

4.6

0 20 40 60 80

（％）
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20.4 62.92.3 12.6 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に
不安があるまあ安心している やや不安がある わからない

安心している

（Ｎ）
全県(1,171)
〔年代〕
　20代(124)
　30代(187)
　40代(217)
　50代(271)
　60代(234)
　70歳以上(138)

空き巣などの
侵入窃盗

68.3

66.1
70.1

65.4
68.6
67.1

73.9

0 20 40 60 80

オレオレ詐欺や
悪質商法などの詐欺

46.7

45.2
40.1

47.9
50.2

45.7
50.0

0 20 40 60 80

凶器を使った侵入窃盗

41.1

30.6
40.1
42.9

49.4
41.5

31.9

0 20 40 60 80

車上ねらい

39.5

57.3
48.7

45.6
41.0

30.3
14.5

0 20 40 60 80

誘拐・連れ去り

31.4

30.6
56.7

42.4
20.7
21.4
18.8

0 20 40 60 80
（％）

空き巣などの侵入窃盗

オレオレ詐欺や悪質商法などの詐欺

凶器を使った侵入強盗

車上ねらい

誘拐・連れ去り

家や敷地への無断侵入

暴行・傷害

すり・ひったくり

恐喝・脅迫

自転車・オートバイ盗

薬物乱用による犯罪

自動車盗

ちかん

ストーカー犯罪

車や壁などの器物損壊

屋外での強盗

自動車等の部品盗

下着ドロボウ・のぞき

その他

68.3

46.7

41.1

39.5

31.4

28.4

25.9

22.8

21.2

17.9

17.1

15.8

15.5

13.0

11.1

10.7

10.0

9.1

2.4

0 20 40 60 80

（％）

Ｑ８ ［回答票９］あなたやあなたの家族

が、県内で犯罪被害に遭うのではないか

という不安を、どの程度感じていますか。 

ＳＱ［回答票10］ 不安を感じている犯罪

を、この中からいくつでもあげてくだ

さい。  

（Ｍ.Ａ.） 

 

 

犯罪被害に遭うのではないかと不安

を感じている程度は、「やや不安があ

る」が63％で最も多く、不安層は76％、

一方、安心層は23％と少ない。 

 

 

不安を感じている犯罪は「空き巣な

どの侵入窃盗」が68％で最も多く、

以下「オレオレ詐欺や悪質商法など

の詐欺」、「凶器を使った侵入強盗」、

「車上ねらい」、「誘拐・連れ去り」

といった順となっている。 

 

 

「車上ねらい」は車をよく使うであ

ろう弱年代に多くなっている。また、

30代および40代といった子どもがい

ると考えられる年代では「誘拐・連

れ去り」が全県平均よりも10ポイン

ト以上高くなっている。 

全 体        

不安を感じている犯罪 

年 代 別  

件数 

1,551

件数 

1,171 

県内で犯罪被害に遭う不安を感じている人は 76％、 

不安を感じる犯罪は、「空き巣などの侵入窃盗」が 68％ 

犯罪被害に遭う不安度 
と種類について 
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31.3 46.05.9 15.2 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う

42.7 38.95.0 9.5 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う

Ｑ９  ［回答票11］あなたは、犯罪発生防

止の点から、あなたのまちをどう思い

ますか。次にあげる項目について、そ

れぞれ１つお選びください。 

 

 

「やや不足していると思う」が46％、

続いて「まあ十分だと思う」が31％

となっているが、不足を感じている

人が６割以上を占めている。 

 

 

 

「十分だと思う」と「まあ十分だと

思う」をあわせた『満足層』は、年

齢が上がるにつれて割合が高まって

おり、特に70歳以上では60.7％と６

割を超える人が満足している。 

 

 

 

東部と西部では『満足層』の割合が郡

部のほうが市部よりも上回っているが、

中部では市部のほうが40％と郡部の

20％よりも10ポイント上回っており、

郡部の『不満層』が78％とどの地域よ

りも際立って高くなっている。 

 

 

 

 

 

「まあ十分だと思う」が43％「やや

不足していると思う」が39％で、不

足していると感じている人と十分だ

と感じている人は、ほぼ同数になっ

ている。 

防犯灯や街灯の設置状況 

視線の通りにくい道路脇の 
樹木・植栽の管理 

件数 

1，551 

犯罪防止の対策は、「不足していると感じている」
人は、半数以上 

犯罪発生防止の点から見た 
あなたのまちの状況 

件数 

1，551 

年 代 別 

地域・市郡別 

　　（N）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

4.8

2.2

3.8

8.2

11.7

31.3

17.9

23.8

25.9

28.8

40.1

49.0

54.8

53.2

49.6

47.4

28.1

18.8

8.2

1.9

5.9

5.3

46.0

42.9

19.5

21.4

15.2

17.5

7.9

1.1

0.9

3.1

1.3

1.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う

　　（N）

全県(1,551)

〔地域・市郡〕

　東部・市部(392)

　東部・郡部(111)

　中部・市部(438)

　中部・郡部(82)

　西部・市部(399)

　西部・郡部(129)

6.4

5.4

5.7

5.3

9.3

31.3

31.1

34.2

33.8

15.9

31.3

31.0

45.9

45.9

46.6

40.2

47.3

13.0

10.9

0.9

5.9

3.7

46.0

46.4

14.4

13.8

15.2

37.8

16.0

2.4

1.0

1.6

2.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う
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28.6 45.53.5 14.4 8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う

 

60代、70歳以上の高年齢層で「満足

層」が多くなっており、50％以上が

「十分だ」と感じている。一方、40

代、50代の中年層で「不満層」が多

くなっており、50％以上が「不足し

ている」と感じている。 

 

 

 

中部の市部および西部の郡部では

『満足層』が50％を超えており、特

に西部の郡部では59％と約６割を占

めている。それ以外の地域では、『不

満層』が50％を超えており、特に中

部の郡部では61％と６割を超えてい

る。 

 

 

 

 

 

『個人の住宅や商店の建物の防犯管

理体制』については、「やや不足して

いると思う」が 46％、続いて「まあ

十分だと思う」が 29％となっている

が、不足を感じている人が約６割を

占めている。 

 

 

 

 70歳以上で『満足層』が44％と最

も高くなっているが、それ以外の年

代ではいずれも『不満層』が半数以

上を占めており、特に40代では68％

と多く『不満層』が約７割を占めて

いる。 

 

件数 

1，551 

個人の住宅や商店の建物の 
防犯管理体制 

年 代 別 

地域・市郡別  

年 代 別 

　　（N）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

3.6

3.5

4.1

7.6

6.6

42.7

42.9

42.9

37.6

40.2

45.6

49.5

37.5

39.4

41.4

42.4

33.7

12.0

5.1

4.9

5.0

3.9

38.9

36.8

10.4

12.5

9.5

10.5

7.0

3.0

3.0

5.1

3.9

3.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う

　　（N）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

3.0

2.2

1.1

6.1

4.6

28.6

27.4

30.7

24.4

24.1

29.5

39.3

50.6

46.8

49.2

49.6

32.1

19.2

10.2

6.0

3.5

3.6

45.5

42.2

16.5

14.9

14.4

15.5

10.3

7.2

11.9

13.8

3.9

4.2

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う

　　（N）

全県(1,551)

〔地域・市郡〕

　東部・市部(392)

　東部・郡部(111)

　中部・市部(438)

　中部・郡部(82)

　西部・市部(399)

　西部・郡部(129)

5.4

5.4

3.4

3.8

10.1

42.7

37.5

38.7

50.9

26.8

41.4

48.8

43.4

40.5

33.8

39.0

34.1

8.0

5.0

8.5

38.9

41.4

4.7

10.8

10.2

9.5

22.0

9.3

3.9

3.7

4.3

2.3

4.5

3.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う
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27.9 44.03.9 16.9 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う

　　（N）

全県(1,551)

〔地域・市郡〕

　東部・市部(392)

　東部・郡部(111)

　中部・市部(438)

　中部・郡部(82)

　西部・市部(399)

　西部・郡部(129)

2.6

1.8

2.5

4.0

10.1

28.6

24.5

29.7

29.2

24.4

30.3

34.9

54.8

37.8

45.2

41.5

34.1

14.4

10.1

8.7

3.5

3.7

45.5

43.1

17.1

12.8

14.4

25.6

14.5

4.9

8.0

10.9

13.5

5.4

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思
う

わからない

十分だと思う

 

西部の郡部において『満足層』が45％

と約半数を占めているが、それ以外

の地域では『不満層』が50％を超え

ており、特に東部の市部および中部

の郡部では65％以上と、他の地域に

比べても『不満層』の割合が高くなっ

ている。 

 

 

 

 

『地域住民の自主的防犯活動』につ

いては、「やや不足していると思う」

が 44％、続いて「まあ十分だと思う」

が 28％となっているが、不足を感じ

ている人が６割以上を占めている。 

 

 

 

年齢が上がるにつれて『満足層』の

割合が高くなり、特に70歳以上では

50％と半数を占めているが、70歳以

上の年代以外は『不満層』が過半数

を占めており、特に30代では69％と

『不満層』が約７割を占めている。 

 

 

 

西部の郡部において『満足層』が45％

と半数を占めているが、それ以外の地

域では反対に『不満層』が半数以上を

占めており、特に中部の郡部において

は71％と７割以上の人が「不足してい

る」と感じている。 

 

 

地域住民の自主的防犯活動 

件数 

1，551 

地域・市郡別  

年 代 別 

地域・市郡別  

　　（N）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

2.4

1.7

1.9

6.1

6.1

27.9

24.4

21.6

25.9

23.3

34.3

38.8

43.5

48.5

49.2

46.0

36.7

16.5

9.2

6.4

3.9

4.2

44.0

39.2

20.8

21.4

16.9

20.8

12.5

5.8

7.9

9.2

7.4

8.3

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う

　　（N）

全県(1,551)

〔地域・市郡〕

　東部・市部(392)

　東部・郡部(111)

　中部・市部(438)

　中部・郡部(82)

　西部・市部(399)

　西部・郡部(129)

3.8

4.5

2.7

3.5

10.1

27.9

27.8

27.9

29.9

20.7

25.1

34.9

43.9

34.2

45.2

46.3

38.8

15.5

9.3

6.6

3.9

1.2

44.0

46.9

25.2

15.8

16.9

24.4

18.0

7.3

6.5

7.0

8.1

8.7

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足していると思う わからない

十分だと思う
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冷蔵庫

ルームエアコン

カーエアコン

エアゾールスプレー（埃とばし）

スーパーマーケットなどの冷蔵ショーケース

飲料の自動販売機

住宅の壁などの断熱材

その他

90.4

65.9

62.9

60.7

37.9

29.7

18.5

1.4

0 20 40 60 80 100

（％）

Ｑ10［回答票 12］冷蔵庫の冷媒などに使

用されているフロンは、オゾン層を破壊

したり、地球温暖化を進行させることを

知っていますか。 

ＳＱ［回答票 13］フロンは、いろいろな

ものに使われています。次の中から知っ

ているものをすべてあげてください。 

（Ｍ.Ａ.） 

 

 

オゾンによる環境破壊については、

「知っている」が87％、「知らない」

が13％と、８割以上の人が「知って

いる」と回答した。 

 

 

年代別にみると、70歳以上が61％と、

他の年代において８割以上の人が

「知っている」と回答したのに対し

て６割程度の認知になっている。 

 

 

「冷蔵庫」が90％と特に多く、以下

「ルームエアコン」が66％、「カーエ

アコン」が63％、「エアゾールスプレー

（埃とばし）」が61％と続き、６割以

上の人が知っていると回答している。 

 

 

20 代で「スーパーマーケットなどの

冷蔵ショーケース」、「飲料の自動販

売機」において、70 歳以上で「ルー

ムエアコン」、「カーエアコン」、「エ

アゾールスプレー（埃とばし）」にお

いて、全県平均を 10 ポイント以上下

回っている。一方、40 代で「カーエ

アコン」において 73％と全県平均を

10 ポイント以上上回っている。 

全 体        

フロンの認知について 

年 代 別 

フロンによる環境破壊を、「知っている」人は、87％ 

13.486.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない

件数 

1，551 

20 30 40 50 60 70

代 代 代 代 代 歳
以
上

(168) (231) (266) (361) (329) (196)

〔

年
代
〕

（N=1,551）

知っている

92.3 90.5 93.2 92.2
84.8

60.7

0

20

40

60

80

100

（％）

フロンが使用されているものの認知 

年  代  別 

Ｎ＝1,343 

（Ｎ）
全県(1,343）
〔年代〕
　20代(155)
　30代(209)
　40代(248)
　50代(333)
　60代(279)
　70歳以上(119)

冷蔵庫

90.4

84.5

90.0

91.5

94.0

91.4

84.0

20 40 60 80 100

ルームエアコン

65.9

60.0

64.6

69.4

69.7

67.7

53.8

20 40 60 80 100
（％）

（Ｎ）
全県(1,343）
〔年代〕
　20代(155)
　30代(209)
　40代(248)
　50代(333)
　60代(279)
　70歳以上(119)

カーエアコン

62.9

54.2

64.6

73.4

70.6

54.5

47.9

20 40 60 80 100

エアゾールスプレー
（埃とばし）

60.7

67.7

64.1

67.3

62.8

52.3

45.4

20 40 60 80 100

スーパーマーケットなど
の冷蔵ショーケース

37.9

23.9

35.9

43.1

45.6

36.2

31.1

20 40 60 80 100
（％）
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環境団体・ＮＰＯなどが一層活動しやすい
環境の整備

わからない

特にない

フロンを使用しない製品開発の推進

フロン使用製品の規制強化

消費者意識や地球環境保護の機運を
高めるための広報活動

フロン類放出の厳罰化

63.5

42.5

32.4

16.6

10.6

7.4

2.2

0 20 40 60 80

（％）

(N)

全県(1,551)

〔住宅環境〕

住宅地域（1,110）

商業地域（101）

工業地域（35）

農漁業地域（194）

山間地域（110）

その他（1）

消費者意識や地球環境
保護の機運を高める
ための広報活動

32.4

31.9

41.6

28.6

26.8

39.1

100.0

0 20 40 60 80

フロン類放出の厳罰化

16.6

16.8

17.8

14.3

13.9

19.1

0.0

0 20 40 60 80

環境団体・ＮＰＯなどが
一層活動しやすい環境
の整備

10.6

9.5

10.9

5.7

10.8

22.7

0.0

0 20 40 60 80
（％）

(N)

全県(1,551)

〔住宅環境〕

住宅地域（1,110）

商業地域（101）

工業地域（35）

農漁業地域（194）

山間地域（110）

その他（1）

フロンを使用しない
製品開発の推進

63.5

63.6

68.3

42.9

67.0

58.2

100.0

0 20 40 60 80

フロン使用製品の
規制強化

42.5

44.8

39.6

54.3

32.5

36.4

0.0

0 20 40 60 80
（％）

Ｑ11［回答票 14］フロンの大気放出を

防ぐために、県としてどのような取

組みをしていくことが望ましいと思

いますか。この中から２つまであげ

てください。 

（Ｍ.Ａ.） 

 

 

フロンの大気放出を防ぐために、県

にどのような取組みを望むかについ

ては、「フロンを使用しない製品開発

の推進」が64％で最も多く、以下「フ

ロン使用製品の規制強化」が43％、

「消費者意識や地球環境保護の機運

を高めるための広報活動」が32％と

続いている。 

 

 

 

工業地域で「フロンを使用しない製

品開発の推進」が 43％と全県平均を

21 ポイントも下回っているが、「フ

ロン使用製品の規制強化」が 54％と

11 ポイント上回っている。また、山

間地域で「環境団体・ＮＰＯなどが

一層活動しやすい環境の整備」が

23％と全県平均を10ポイント以上上

回っている。 

 

 

 

 

 

全 体        

フロンに対する望ましい県の取組み

Ｎ＝1,551 

「フロンを使用しない製品開発の推進」
が 64％ 

住 宅 環 境 別 
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44.4 25.622.1 6.1 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足していると思う

まあ十分だと思う やや不足
していると思う

わからない十分だと思う

49.3 26.413.9 7.0 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不満である

まあ満足している やや不満である わからない満足している

（N）

全県(1,551)

〔地域・市郡〕

　東部・市部(392)

　東部・郡部(111)

　中部・市部(438)

　中部・郡部(82)

　西部・市部(399)

　西部・郡部(129)

21.4

22.5

14.6

21.1

36.4

44.4

42.9

45.9

47.0

36.6

44.1

44.2

26.0

26.1

30.6

11.0

17.1

6.6

1.6

22.1

46.3

25.6

25.3

4.5

6.9

6.1

3.7

7.3

1.1

2.4

2.3

0.8

0.9

2.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に不足
していると思う

まあ十分だと思う

やや不足していると思う

わからない

十分だと思う

（N）

全県(1,551)

〔地域・市郡〕

　東部・市部(392)

　東部・郡部(111)

　中部・市部(438)

　中部・郡部(82)

　西部・市部(399)

　西部・郡部(129)

16.6

11.7

10.0

11.5

19.4

49.3

46.4

54.1

48.6

43.9

50.9

55.0

26.8

24.3

30.6

18.3

17.8

9.1

5.4

13.9

26.8

26.4

26.6

5.4

6.4

7.0

4.9

6.5

1.6

6.1

4.5

2.3

4.5

3.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不満である
まあ満足している

やや不満である わからない
満足している

Ｑ12 公園や歩道等、公共的な施設に

ある、あなたの身近な花や緑につ

いてお聞きします。 

（1）〔回答票15〕 あなたの身近にある

花や緑の量は十分ですか。 

（2）〔回答票16〕 あなたの身近にある

花や緑の手入れ・種類に対する満

足度はどうですか。 

 

 

 

「まあ十分だと思う」が44％で最も

多く、「十分だと思う」と「まあ十分

だと思う」を合わせた十分層が６割

以上を占めている。 

 

 

 

いずれの地域においても郡部が市部

を上回っており、特に中部の郡部で

83％、西部の郡部で81％と『満足層』

が８割以上を占めている。 

 

 

 

 

「まあ満足している」が49％で最も

多く、「満足している」と「まあ満足

している」を合わせた『満足層』が

６割以上を占めている。 

 

 

 

いずれの地域においても郡部が市部

を上回っており、特に中部の郡部で

71％、西部の郡部で74％と『満足層』

が７割を超えている。 

花 や 緑 の 量 

公共的な施設にある花や緑について

地域・市郡別 

花や緑の「量」も「手入れ」も十分
と感じている人が、過半数上 

手入れと種類に対する満足度 

地域・市郡別  

件数 

1，551 

件数 

1，551 
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（N）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

（N）

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

地域住民による緑化活動
に対する行政の支援

37.3

38.7

28.6

39.5

39.1

38.6

38.3

0 20 40 60
（％）

行政による公園や歩道
等、公共的施設の緑化

48.7

56.0

57.6

52.3

45.7

44.7

39.3

0 20 40 60

地域住民による
自主的な緑化活動

35.1

22.0

30.7

31.2

37.7

40.4

43.4

0 20 40 60

花壇や生け垣を整備する
県民、企業に対する行政
の支援

30.4

37.5

35.9

34.6

27.7

30.4

16.8

0 20 40 60

県民、企業等私有地の
所有者または管理者による
花壇や生け垣の整備

20.2

18.5

27.3

20.7

23.3

15.2

15.8

0 20 40 60
（％）

（N）

全県(1,551)

〔地域・市郡〕

　東部・市部(392)

　東部・郡部(111)

　中部・市部(438)

　中部・郡部(82)

　西部・市部(399)

　西部・郡部(129)

（N）

全県(1,551)

〔地域・市郡〕

　東部・市部(392)

　東部・郡部(111)

　中部・市部(438)

　中部・郡部(82)

　西部・市部(399)

　西部・郡部(129)

地域住民による緑化活動
に対する行政の支援

37.3

38.3

42.3

35.8

39.0

38.8

29.5

0 20 40 60
（％）

行政による公園や歩道
等、公共的施設の緑化

48.7

44.6

49.5

52.7

46.3

49.4

45.7

0 20 40 60

地域住民による
自主的な緑化活動

35.1

35.5

39.6

29.0

41.5

34.3

49.6

0 20 40 60

花壇や生け垣を整備する
県民、企業に対する行政
の支援

30.4

35.7

31.5

30.4

25.6

26.1

29.5

0 20 40 60

県民、企業等私有地の
所有者または管理者による
花壇や生け垣の整備

20.2

19.6

18.9

20.8

19.5

20.6

20.9

0 20 40 60
（％）

行政による公園や歩道等、公共的施設の緑化

地域住民による緑化活動に対する行政の支援

地域住民による自主的な緑化活動

花壇や生け垣を整備する県民、企業に対する
行政の支援

県民、企業等私有地の所有者または管理者
による花壇や生け垣の整備

その他

特にない、わからない

48.7

37.3

35.1

30.4

20.2

1.5

5.6

0 20 40 60

（％）

Ｑ13〔回答票 17〕「花や緑にあふれるまち

づくり」のためには何が必要だと思いま

すか。この中から２つまであげてくださ

い。（Ｍ.Ａ.） 

 

 

「行政による公園や歩道等、公共的

施設の緑化」が49％で最も多く、以

下「地域住民による緑化活動に対す

る行政の支援」が37％、「地域住民に

よる自主的な緑化活動」が35％、「花

壇や生け垣を整備する県民、企業に

対する行政の支援」が30％となって

いる。 

 

 

 

「行政による公園や歩道等、公共的

施設の緑化」は年代が上がるにつれ

て必要であると思う人の割合が低く

なる傾向が見られ、一方「地域住民

による自主的な緑化活動」は年代が

上がるにつれて必要であると思う人

の割合が高くなる傾向が見られる。 

 

 

 

「地域住民による自主的な緑化活動」

はいずれの地域においても郡部が市

部を上回り、特に西部の郡部では

50％と全県平均を10ポイント以上上

回っている。 

 

全 体        

「花や緑にあふれるまちづくり」
に必要なこと  

年 代 別 

Ｎ＝1,551 

「行政による公園や歩道等、公共的施設の緑化」
が最も多く 49％ 

地域・市郡別  
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趣味、生きがい

定期的な健康診断の受診

家族、友人・仲間

定期的な運動

禁煙や減塩などの健康的な生活習慣

安心して住むことのできる住宅

財産・資産

一生続けられる仕事

地域の福祉情報

ボランティア活動等への参加

その他

特にない、わからない

56.7

51.9

46.7

27.0

26.0

21.1

18.9

15.5

13.1

6.9

0.5

1.0

0 20 40 60 80

（％）

Ｑ14〔回答票18〕あなたは、高齢期を快

適に暮らすためには、日ごろの生

活において何が重要だと思います

か。この中から３つまであげてく

ださい。 

（Ｍ.Ａ.） 

 

 

「趣味、生きがい」が57％で最も多

く、続いて「定期的な健康診断の受

診」が52％と、半数以上の人が回答

している。以下「家族、友人・仲間」、

「定期的な運動」、「禁煙や減塩など

の健康的な生活習慣」、となってい

る。 

 

 

男女ともに20代から50代までの第１

位は「趣味・生きがい」となってい

るが、60歳以上の第１位は「定期的

な健康診断の受診」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「定期的な健康診断の受診」や「禁

煙や減塩などの健康的な生活習慣」

では、非喫煙者が喫煙者をそれぞれ

上回っている。 

 

全 体        

高齢期を快適に暮らすために
重要なこと 

Ｎ＝1,551 

性 ・ 年 代 別 

１位は「趣味、生きがい」の 57％ 
２位は「定期的な健康診断の受診」の 52％ 

性 ・ 年 代 別 

（Ｎ）
全県(1,551)
〔性・年代〕
　男性小計(757)
　20代(80)
　30代(118)
　40代(122)
　50代(186)
　60代(166)
　70歳以上(85)
　女性小計(794)
　20代(88)
　30代(113)
　40代(144)
　50代(175)
　60代(163)
　70歳以上(111)

趣味、生きがい

56.7

55.6
57.5
59.3
59.8
60.8

50.0
42.4

57.8
64.8

57.5
63.2

58.3
56.4

46.8

0 20 40 60 80

定期的な
健康診断の受診

51.9

49.9
33.8

43.2
46.7
45.2

63.3
63.5

53.8
51.1

47.8
52.1
49.7

61.3
59.5

0 20 40 60 80

家族、友人・仲間

46.7

44.0
43.8
47.5
45.9

42.5
42.8
42.4

49.4
59.1

46.9
47.2
49.1
50.3

45.9

0 20 40 60 80

定期的な運動

27.0

30.1
43.8

30.5
35.2

25.8
27.7

23.5
24.1
27.3
24.8
25.0

21.7
24.5
22.5

0 20 40 60 80

禁煙や減塩などの
健康的な生活習慣

26.0

23.2
26.3
24.6
22.1
20.4
22.3

28.2
28.6
27.3
25.7

22.2
32.0

28.8
35.1

0 20 40 60 80

（％）

（Ｎ）
全県(1,551)
〔喫煙の有無〕
　吸う（438）
　吸わない（1,113）

趣味、生きがい

56.7

54.1
57.8

0 20 40 60 80

定期的な
健康診断の受診

51.9

47.5
53.6

0 20 40 60 80

家族、友人・仲間

46.7

47.5
46.5

0 20 40 60 80

定期的な運動

27.0

30.1
25.8

0 20 40 60 80

禁煙や減塩などの健
康的な生活習慣

26.0

19.9
28.4

0 20 40 60 80

（％）
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友人・仲間との交流

趣味、生きがいづくり

定期的な健康診断の受診

禁煙や減塩などの健康的な生活習慣

定期的な運動

快適な住まいづくり

地域のボランティア活動等への参加

財産・資産づくり

地域の福祉情報の収集

その他

特にない、わからない

59.6

48.5

47.0

36.4

32.2

15.9

9.7

7.2

5.5

0.5

6.3

0 20 40 60 80

（％）

（Ｎ）
全県(1,551)
〔喫煙の有無〕
　吸う（438）
　吸わない（1,113）

友人・仲間との交流

59.6

57.5
60.4

0 20 40 60 80

48.5

48.2
48.6

0 20 40 60 80

趣味、生きがい

づくり

定期的な健康診断

の受診

47.0

36.8
51.0

0 20 40 60 80

禁煙や減塩などの

健康的な生活習慣

36.4

10.7

46.5

0 20 40 60 80

定期的な運動

32.2

29.0

33.5

0 20 40 60 80

（％）

Ｑ15〔回答票19〕あなたが、日ごろの生活

の中で特に心がけて実践していること

がらを、この中からいくつでもあげて

ください。（Ｍ.Ａ.） 

 

 

「友人・仲間との交流」が60％で最

も多く、以下「趣味、生きがいづく

り」、「定期的な健康診断の受診」、「禁

煙や減塩などの健康的な生活習慣」、

「定期的な運動」と続いている。上

位５項目は、順位は入れ替わってい

るが、『日ごろの生活で重要なこと』

の上位５項目と同じであった。 

 

 

男女ともに50代まではほぼ第１位が

「友人・仲間との交流」だが、女性

の60歳を除く60歳以上の第1位は「定

期的な健康診断の受診」で、全県平

均を10ポイント以上上回っている。

男性20代では「趣味・生きがいづく

り」、男性60代では「定期的な運動」、

女性50代では「禁煙や減塩などの健

康的な生活習慣」、女性60代では「定

期的な健康診断の受診」がそれぞれ

多くなっている。 

 

「定期的な健康診断の受診」、「喫煙

や減塩などの健康的な生活習慣」で

は、非喫煙者が喫煙者を 10 ポイント

以上上回っており、特に「喫煙や減

塩などの健康的な生活習慣」でその

差は大きくなっている。 

 

 

 

 

全 体        

日ごろの生活の中で特に 
心がけて実践していること 

性 ・ 年 代 別 

Ｎ＝1,551 

１位は「友人・仲間との交流」で 60％ 
２位は「趣味・生きがいづくり」で 49％ 

喫煙の有無別 

（Ｎ）
全県(1,551)
〔性・年代〕
　男性小計(757)
　20代(80)
　30代(118)
　40代(122)
　50代(186)
　60代(166)
　70歳以上(85)
　女性小計(794)
　20代(88)
　30代(113)
　40代(144)
　50代(175)
　60代(163)
　70歳以上(111)

（Ｎ）
全県(1,551)
〔性・年代〕
　男性小計(757)
　20代(80)
　30代(118)
　40代(122)
　50代(186)
　60代(166)
　70歳以上(85)
　女性小計(794)
　20代(88)
　30代(113)
　40代(144)
　50代(175)
　60代(163)
　70歳以上(111)

友人・仲間との交流

59.6

53.9
73.8

54.2
49.2
50.5
53.6

49.4
65.0

59.3

65.3
65.7
63.2
63.1

76.1

0 20 40 60 80

趣味、生きがいづくり

48.5

51.3
67.5

51.7
50.8
49.5

46.4
49.4

45.8
53.4

42.5
41.7
42.9

50.9
45.9

0 20 40 60 80
（％）

定期的な

健康診断の受診

47.0

47.3
11.3

33.9
50.0
47.8

59.6
70.6

46.7
20.5

27.4
43.1

50.3
62.0
64.0

0 20 40 60 80

禁煙や減塩などの

健康的な生活習慣

36.4

30.9
17.5

26.3
27.0

34.4
36.1
37.6
41.6

29.5
39.8
41.0

54.9
37.4
38.7

0 20 40 60 80

定期的な運動

32.2

34.2
35.0

32.2
36.1

28.5
43.4

28.2
30.4

22.7
22.1

32.6
31.4
31.9

37.8

0 20 40 60 80

（％）



 

20 

（Ｎ）
全県(1,551)
〔喫煙の有無〕
　吸う（438）
　吸わない（1,113）

公的年金の充実

61.8

61.0
62.2

0 20 40 60 80

病院や診療所などの

医療機関の充実

38.7

38.1
39.0

0 20 40 60 80

寝たきりや痴ほう症

にならないための

予防対策

25.5

18.0
28.4

0 20 40 60 80

生涯を通じた健康づくり

に対する支援

22.7

20.5
23.5

0 20 40 60 80

雇用・就業機会

の確保

22.1

29.7
19.1

0 20 40 60 80

（％）

Ｑ16〔回答票 20〕あなたは、高齢期を快

適に暮らすためには、どのような施策が

重要だと思いますか。この中から３つま

であげてください。（Ｍ.Ａ.） 

 

 

「公的年金の充実」が62％と６割以

上で最も多く、以下「病院や診療所

などの医療機関の充実」、「寝たきり

や痴ほう症にならないための予防対

策」、「生涯を通じた健康づくりに対

する支援」、「雇用・就業機会の確保」

と続いている。 

 

 

 

男性30代、40代では「雇用・就業機

会の確保」が、女性の50歳以上は「寝

たきりや痴ほう症にならないための

予防対策」が、70歳以上では「病院

や診療所などの医療機関の充実」が、

全県平均を10ポイント以上上回って

いる。 

 

 

 

「寝たきりや痴ほう症にならないた

めの予防対策」で非喫煙者が喫煙者

を 10 ポイント以上上回っているが、

「雇用・就業機会の確保」では、喫

煙者が非喫煙者を10ポイント以上上

回っている。 

 

 

 

 

 

 

全 体        

高齢期を快適に暮らす 
ための施策について 

Ｎ＝1,551 

性 ・ 年 代 別 

１位は「公的年金の充実」で 62％、 
２位は「病院や診療所などの医療機関の充実」39％

喫煙の有無別  

公的年金の充実

病院や診療所などの医療機関の充実

寝たきりや痴ほう症にならないための予防対策

生涯を通じた健康づくりに対する支援

雇用・就業機会の確保

高齢者の生きがいづくり、社会参加活動の推進

ホームヘルパーなどの住宅サービスの充実

特別養護老人ホーム等の施設サービスの整備

高齢者が暮らしやすいバリアフリーのまちづくり

生活相談窓口の整備、充実

虐待防止や財産の保全を含めた高齢者の権利擁護対策

高齢者に配慮した住宅の整備

高齢者と子どもとのふれあいなどの世代間交流の促進

福祉用具や介護機器の開発、普及

その他

特にない、わからない

61.8

38.7

25.5

22.7

22.1

20.1

16.6

15.9

15.5

10.8

8.0

7.5

7.0

6.8

0.6

2.1

0 20 40 60 80

（％）

（Ｎ）
全県(1,551)
〔性・年代〕
　男性小計(757)
　20代(80)
　30代(118)
　40代(122)
　50代(186)
　60代(166)
　70歳以上(85)
　女性小計(794)
　20代(88)
　30代(113)
　40代(144)
　50代(175)
　60代(163)
　70歳以上(111)

（Ｎ）
全県(1,551)
〔性・年代〕
　男性小計(757)
　20代(80)
　30代(118)
　40代(122)
　50代(186)
　60代(166)
　70歳以上(85)
　女性小計(794)
　20代(88)
　30代(113)
　40代(144)
　50代(175)
　60代(163)
　70歳以上(111)

公的年金の充実

61.8

62.4
51.3

64.4
55.7

70.4
60.8

64.7
61.3

61.1
59.7

67.4
63.2

54.1

58.0

0 20 40 60 80

病院や診療所などの

医療機関の充実

38.7

38.3
42.5

34.7
38.5
38.2

44.6
27.1

39.2
39.8

35.4
40.3

34.3
36.8

52.3

0 20 40 60 80

（％）

寝たきりや痴ほう症

にならないための

予防対策

25.5

19.3
12.5
14.4
17.2
19.4
22.9

28.2
31.4

23.9
17.7
22.2

37.1
42.9

36.9

0 20 40 60 80

生涯を通じた健康

づくりに対する支援

22.7

23.6
23.8

14.4
21.3
23.7
28.9
29.4

21.8
10.2

20.4
22.9
22.3

25.2
25.2

0 20 40 60 80

雇用・就業機会

の確保

22.1

25.6

31.3
43.2

38.5
23.7

13.9

4.7
18.8
20.5

31.0
27.1

20.0

10.4
4.5

0 20 40 60 80

（％）



 

21 

18.4 67.813.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるが、
詳しいことは知らない 知らない

Ｑ17 ２００７年に県内で開催される「技

能五輪国際大会」と「国際アビリンピッ

ク」の両大会についてお聞きします。 

（1）〔回答票 21〕あなたはこれらの大会

をご存知ですか。 

 

 

「知っている」が25％、「聞いたこと

はあるが、詳しいことは知らない」

が23％、「知らない」が52％となって

いる。 

 

 

「知っている」人は、男性の方が女

性より上回っている。また、男性50

歳以上で３割以上の人が「知ってい

る」と回答し、特に60代では40％と

４割を超えている。一方、女性では

20代、30代で「知っている」との回

答が10％以下となっている。 

 

 

 

「知っている」が14％、「聞いたこと

はあるが、詳しいことは知らない」

が18％、「知らない」が68％となって

いる。 

 

 

「知っている」人は、男性の方が女

性より上回っている。また、男女共

に 20 代、30 代で「知っている」と

の回答が10％以下となっており、「知

らない」との回答は８割を占めてい

る。「知っている」との回答が 20％

を超えているのは男性の50歳以上と

なっている。 

技能五輪国際大会 

ユニバーサル技能五輪国際大会
の県民周知度 

性 ・ 年 代 別 

「知っている」は、技能五輪国際大会で 25％
国際アビリンピックで14％と少ない

23.0 52.025.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている
聞いたことはあるが、
詳しいことは知らない 知らない

件数 

1，551 

国際アビリンピック 

性 ・ 年 代 別  
（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

知らない

67.8

63.1

86.3

78.8

63.9

55.9

50.6

58.8

72.2

85.0

69.7

64.4

65.8

72.2

83.0

0 20 40 60 80 100

（％）

聞いたことはあるが、

詳しいことは知らない

18.4

19.2

11.3

13.6

23.8

17.2

27.7

15.3

17.6

13.3

19.4

22.1

18.0

13.6

16.0

0 20 40 60 80 100

知っている

13.9

17.7

2.5

7.6

12.3

26.9

21.7

25.9

10.2

1.8

10.9

13.5

16.2

3.4

11.8

0 20 40 60 80 100

件数 

1，551 

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

知っている

25.0

31.6

13.8

22.0

24.6

39.2

40.4

37.6

18.8

4.4

26.9

24.5

21.6

17.4

9.1

0 20 40 60 80

聞いたことはあるが、
詳しいことは知らない

23.0

22.1

18.8

22.9

27.9

21.5

21.7

17.6

23.8

24.8

25.7

25.8

22.5

25.7

13.6

0 20 40 60 80

知らない

52.0

46.4

67.5

55.1

47.5

39.2

38.0

44.7

57.4

70.8

47.4

49.7

55.9

77.3

56.9

0 20 40 60 80
（％）



 

22 

24.1 25.39.9 1.7 38.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心があり、競技
を観戦したい

関心はあるが、特に何を
しようとも思わない 特に関心はない

関心があり、ボランティア
として大会運営に参加したい

詳しい大会内容を知らないのでわからない

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌・ミニコミ誌

県の広報紙・市の広報紙

パンフレット・ポスター

インターネットのホームページ

市町村窓口での案内

携帯電話の専用サイト

その他

特に知りたいとは思わない

76.0

56.2

49.6

19.2

13.6

13.4

1.9

0.4

1.7

0 20 40 60 80

（％）

（N）

全県(947)
〔性・年代〕

男性小計(462)
20代(51)

　30代(77)

40代(63)
　50代(117)

60代(105)
70歳以上(49)
女性小計(485)
20代(53)
30代(69)

　40代(95)

50代(104)
　60代(98)

70歳以上(66)

（N）

全県(947)
〔性・年代〕

男性小計(462)
20代(51)

　30代(77)

40代(63)
　50代(117)

60代(105)
70歳以上(49)
女性小計(485)
20代(53)
30代(69)

　40代(95)

50代(104)
　60代(98)

70歳以上(66)

テレビ・ラジオ

79.2

79.0

73.9
74.7

88.8
87.9

78.8

64.2

77.6

76.0

72.9
82.4

63.5
67.5

73.3

0 20 40 60 80 100

新聞・雑誌・ミニコミ誌

61.0

53.8

56.5
55.8

54.1
45.5

56.7

50.9

49.0

56.2

58.7
41.2

61.9
61.5
64.8

0 20 40 60 80 100

（％）

県の広報紙・市の広報紙

32.5

51.1

53.6
63.2

42.9
51.5

62.9
46.2

52.4

25.5
48.1

49.6

63.3

37.7

52.9

0 20 40 60 80 100

パンフレット・ポスター

20.8

18.1

21.7
23.2

10.2
12.1

18.3

26.4

10.2

19.2

20.3
31.4

22.2
18.8
20.0

0 20 40 60 80 100

インターネットの

ホームページ

27.3

9.9

10.1
16.8

3.1
0.0

7.7

26.4

2.0

13.6

17.5
25.5

28.6
16.2

8.6

0 20 40 60 80 100

（％）

（2）〔回答票23〕あなたはこれらの大会に

関心がありますか。 

ＳＱ〔回答票 24〕 今後、大会の情報を

どのように入手したいですか。この中

からいくつでもあげてください。（Ｍ.

Ａ.） 

 

 

大会への関心度を聞いたところ、「関

心があり、競技を観戦したい」が10％、

が「関心があり、ボランティアとし

て大会運営に参加したい」が２％、

「関心はあるが、特に何をしようと

も思わない」が 24％と、以上をあわ

せた『関心層』は36％となっている。 

 

 

 

関心度は、男性が女性を上回ってい

る。男女ともに年代が上がるにつれ

て関心が高まり、特に男性の50代以

上では４割を超えている。 

 

 

 

「テレビ・ラジオ」が76％と最も多

く、以下「新聞・雑誌・ミニコミ誌」、

「県の広報紙・市の広報紙」と続い

ている。 

 

 

 

「テレビ・ラジオ」で、女性の60歳

以上で８割以上と際立って高くなっ

ている。「インターネットのホーム

ページ」では、男性の20代から40代、

女性の20代で25％以上と、4人に１人

の割合となっている。 

性 ・ 年 代 別 

大会情報の入手先 

性 ・ 年 代 別  

大会への関心 

件数 

1，551 

大会への関心と情報の入手先
『関心層』は 36％ 
情報の入手先は、「テレビ・ラジオ」が 76％

Ｎ＝947 

（N）

全県(1,551) 35.7

〔性・年代〕

　男性小計(757) 39.1

　20代(80) 25.1

　30代(118) 29.6

　40代(122) 31.2

　50代(186) 46.8

　60代(166) 47.0

　70歳以上(85) 44.7

　女性小計(794) 32.4

　20代(88) 23.8

　30代(113) 22.2

　40代(144) 31.2

　50代(175) 36.0

　60代(163) 37.4

　70歳以上(111) 38.7

10.3

2.5

17.6

9.4

5.7

8.3

10.9

14.7

1.7

1.5

0.8

2.2

3.0

2.0

4.5

2.1

1.7

1.8

1.8

24.1

27.3

18.8

27.1

23.0

34.4

27.1

27.1

21.0

13.6

19.5

20.8

23.4

20.9

25.2

1.8

9.9

11.7

16.9

10.2

7.4

5.0

0.9

1.3

0 20 40 60

（％）

関心があり、

競技を観戦したい            

関心があり、ボランティア

として大会運営に参加したい          

関心はあるが、

特に何をしようとも思わない



 

23 

(N)

　全県(1,551)

〔子どもの年代〕

　子どもはいない(101)

　未就学児(82)

　小学生(112)

　中学生(51)

　高校生・予備校生・大学受験生（69）

　短大・高専・大学・大学院・専門学生（64）

　社会人(806)

知っている

22.2

15.8

13.4

25.9

25.5

26.1

29.7

27.4

0 20 40 60 80

聞いたことはあるが、
詳しいことは知らない

20.2

14.9

20.7

21.4

25.5

24.6

26.6

22.0

0 20 40 60 80

知らない

57.5

69.3

65.9

52.7

49.0

49.3

43.8

50.6

0 20 40 60 80
（％）

57.522.2 20.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

聞いたことはあるが、
詳しいことは知らない

知らない

Ｑ18〔回答票25〕あなたは家庭の日（「家

族ふれあいサンデー」「家族ふれあい

ウィーク」を含む。）を知っていました

か。 

 

 

「知っている」が 22％、「聞いたこ

とはあるが、詳しいことは知らない」

が 20％、「知らない」が 58％と、「知

らない」という人が過半数を占めて

いる。 

 

 

 

60 代までは年代が上がるにつれて

「知っている」という人の割合が高

くなり、特に 60 代で 30％と最も高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生以上の子どもがいる人は、

「知っている」割合が高く、25％以

上が「知っている」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

全 体        

年 代 別 

子どもの年代別 

家庭の日を「知らない」という人が、58％と過半数家庭の日の認知 

件数 

1，551 

(N)

　30代(231)

　20代(168)

〔年代〕

　全県(1,551)

　70歳以上(196)

　60代(329)

　50代(361)

　40代(266)

知っている

22.2

6.0

14.7

24.8

28.5

30.4

16.3

0 20 40 60 80 100

聞いたことはあるが、

詳しいことは知らない

20.2

11.3

18.6

21.4

25.8

19.1

19.9

0 20 40 60 80 100

知らない

57.5

82.7

66.7

53.8

45.7

50.5

63.8

0 20 40 60 80 100

（％）
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子どもとふれあい、会話をすること

社会のルールや礼儀をしつけること

善悪のけじめをしつけること

基本的な生活習慣をしつけること

夫婦で話し合い、協力し合うこと

親の生き方を示すこと

我慢することをしつけること

健康な身体を作る食習慣を身に付けさせること

家庭や地域社会における手伝いをしつけること

その他

特にない、わからない

64.7

45.6

36.7

34.2

32.4

24.0

22.6

14.1

8.5

0.5

2.1

0 20 40 60 80

（％）

(N)

全県(1,551)

〔子どもの年代〕

　子どもはいない(101)

　未就学児(82)

　小学生(112)

　中学生(51)

　高校生・予備校生・大学受験生（69）

　短大・高専・大学・大学院・専門学生（64）

　社会人(806)

(N)

全県(1,551)

〔子どもの年代〕

　子どもはいない(101)

　未就学児(82)

　小学生(112)

　中学生(51)

　高校生・予備校生・大学受験生（69）

　短大・高専・大学・大学院・専門学生（64）

　社会人(806)

子どもとふれあい、

会話をすること

64.7

46.5

80.5

80.4

70.6

78.3

64.1

58.2

0 20 40 60 80 100

社会のルールや
礼儀をしつけること

45.6

56.4

41.5

50.9

60.8

62.3

48.4

38.5

0 20 40 60 80 100
（％）

善悪のけじめを
しつけること

36.7

41.6

50.0

35.7

37.3

37.7

34.4

33.1

0 20 40 60 80 100

基本的な生活習慣
をしつけること

34.2

33.7

28.0

39.3

35.3

36.2

34.4

35.2

0 20 40 60 80 100

夫婦で話し合い、
協力し合うこと

32.4

26.7

46.3

39.3

25.5

27.5

46.9

34.1

0 20 40 60 80 100

（％）

Ｑ19〔回答票26〕健やかな子どもの成長の

ために、家庭教育ではどのようなこと

が大切だと思いますか。この中から３

つまであげてください。（Ｍ.Ａ.） 

 

 

「子どもとふれあい、会話をするこ

と」が65％と最も多く、続いて「社

会のルールや礼儀をしつけること」、

「善悪のけじめをしつけること」、「基

本的な生活習慣をしつけること」、「夫

婦で話し合い、協力し合うこと」で、

以上が上位５項目となっている。 

 

 

 

いずれの年代も第１位は「子どもと

ふれあい、会話をすること」で、年

代が上がるにつれて割合は低くなっ

ている。また、20代の第３位「善悪

のけじめをしつけること」、50代の第

３位「基本的な生活習慣をしつける

こと」は、全県平均を10ポイント以

上上回っている。 

 

 

 

子どもはいない人以外の第１位は「子

どもとふれあい、会話をすること」

となっており、特に小学生以下の子

どもをもつ人の８割以上が大切であ

ると感じている。また、中学生、高

校生・予備校生・大学受験生の子ど

もをもつ人の６割以上が「社会のルー

ルや礼儀をしつけること」が大切で

あると感じている。 

全 体        

家庭教育で大切なこと 

年 代 別 

１位は、「子どもとふれあい、会話をすること」で 65％

子どもの年代別 

(N)

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

(N)

全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

子どもとふれあい、

会話をすること

64.7

84.5

74.9

72.9

57.1

55.3

54.1

0 20 40 60 80 100

社会のルールや
礼儀をしつけること

45.6

53.0

52.4

53.4

45.7

38.6

32.1

0 20 40 60 80 100
（％）

善悪のけじめを

しつけること

36.7

51.2

41.6

35.3

37.1

29.8

31.1

0 20 40 60 80 100

基本的な生活習慣
をしつけること

34.2

22.6

33.3

35.7

44.6

33.1

26.0

0 20 40 60 80 100

夫婦で話し合い、
協力し合うこと

32.4

31.0

32.5

32.7

32.1

35.0

29.1

0 20 40 60 80 100

（％）

Ｎ＝1,551 
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(N)

　全県(1,551)

〔子どもの年代〕

　子どもはいない(101)

　未就学児(82)

　小学生(112)

　中学生(51)

　高校生・予備校生・大学受験生（69）

　短大・高専・大学・大学院・専門学生（64）

　社会人(806)

家庭教育に関する

相談窓口の設置

36.6

35.6

34.1

42.9

33.3

49.3

45.3

32.1

0 20 40 60

親等が参加する家庭

教育に関する学習

機会の提供

35.9

31.7

37.8

34.8

39.2

27.5

26.6

38.5

0 20 40 60

家庭教育への支援

活動を行うアドバ

イザー等の養成

30.2

27.7

32.9

33.9

31.4

34.8

26.6

28.3

0 20 40 60

テレビ番組やラジオ

放送を通じた家庭教育

に関する情報の発信

29.5

22.8

39.0

36.6

29.4

29.0

34.4

28.7

0 20 40 60

市民等を対象とした

家庭教育に関する

催しの開催

28.6

32.7

36.6

30.4

29.4

33.3

26.6

27.7

0 20 40 60

（％）

家庭教育に関する相談窓口の設置

親等が参加する家庭教育に関する学習機会の提供

家庭教育への支援活動を行うアドバイザー等の養成

テレビ番組やラジオ放送を通じた家庭教育に

関する情報の発信

市民等を対象とした家庭教育に関する催しの開催

父親が学校や家庭、地域の教育に目を向けるための

組織づくり(父親の会）

父親の家庭教育参加を図る学習会、集いなどの実施

子育て手帳やパンフレット等による家庭教育に

関する情報の発信

その他

特にない、わからない

36.6

35.9

30.2

29.5

28.6

23.0

19.7

18.3

2.3

11.9

0 10 20 30 40 50
（％）

Ｑ20〔回答票 26〕家庭教育の充実のため、

県や市町村にはどのようなことに力を入

れてほしいですか。この中から３つまで

あげてください。（Ｍ.Ａ.） 

 

 

「家庭教育に関する相談窓口の設置」

が37％と最も多く、以下「親等が参

加する家庭教育に関する学習機会の

提供」、「家庭教育への支援活動を行

うアドバイザー等の育成」、「テレビ

番組やラジオ放送を通じた家庭教育

に関する情報の発信」と続いている。 

 

 

 

20代から50代の第１位は「家庭教育

に関する相談窓口の設置」となって

いるが、60歳以上では「親等が参加

する家庭教育に関する学習機会の提

供」が第１位となっている。 

  

 

 

高校生・予備校生・大学受験生をも

つ人で「家庭教育に関する相談窓口

の設置」が49％と第１位になってお

り、全県平均を10ポイント以上上

回っている。 

全 体        

家庭教育充実のために 
県や市町村に望むこと 

Ｎ＝1,551 

第１位は「家庭教育に関する相談窓口の設置」で 37％
第２位は「親等が参加する家庭教育に関する 

学習機会の提供」で 36％ 

年 代 別 

子どもの年代別 

(N)

　全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

(N)

　全県(1,551)

〔年代〕

　20代(168)

　30代(231)

　40代(266)

　50代(361)

　60代(329)

　70歳以上(196)

家庭教育に関する

相談窓口の設置

36.6

44.0

40.3

44.0

38.2

28.3

27.0

0 20 40 60

親等が参加する家庭
教育に関する学習

機会の提供

35.9

32.7

33.8

36.5

36.8

40.7

30.6

0 20 40 60

（％）

家庭教育への支援

活動を行うアドバ

イザー等の養成

30.2

33.9

34.6

33.5

30.7

27.4

21.4

0 20 40 60

テレビ番組やラジオ

放送を通じた家庭教育

に関する情報の発信

29.5

33.3

29.0

29.3

28.3

31.9

25.0

0 20 40 60

市民等を対象とした

家庭教育に関する
催しの開催

28.6

29.8

28.1

31.6

27.1

30.7

23.5

0 20 40 60

（％）
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40.7 13.938.4 6.5 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う
どちらかと
いえばそう思う

どちらかといえば
そう思わない 選べない

そうは
思わない

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

そう思う

38.4

40.2

32.5

31.4

40.2

44.1

44.6

42.4

36.6

25.0

30.1

32.6

40.0

44.2

41.4

0 20 40 60

どちらかといえば
そう思う

40.7

38.6

46.3

44.9

38.5

30.1

39.2

40.0

42.7

52.3

46.9

44.4

37.1

40.5

40.5

0 20 40 60
（％）

どちらかといえば
そう思わない

13.9

13.3

13.8

17.8

13.1

17.7

7.2

9.4

14.5

18.2

15.9

18.1

16.6

8.6

10.8

0 20 40 60

そうは思わない

6.5

7.4

7.5

5.9

8.2

7.5

7.8

7.1

5.7

4.5

7.1

4.9

5.7

6.1

5.4

0 20 40 60

選べない

0.5

0.5

0.0

0.0

0.0

0.5

1.2

1.2

0.5

0.0

0.0

0.0

0.6

0.6

1.8

0 20 40 60
（％）

Ｑ21〔回答票 27〕これからの社会の方向

性については、様々な意見があります。

次に掲げたそれぞれの意見に対して、あ

なたはどのように考えますか。下の中か

ら、あなたの考えに近いものをそれぞれ

１つあげてください。 

（１）経済的な豊かさを追求することより

も、時間的なゆとりや精神的な充実感

を重視すべきである。 

 

 

「そう思う」が38％、「どちらかとい

えばそう思う」が41％で、これらを

あわせた約８割の人が「精神的な充

実感を重視すべきである」と感じて

いる。 

 

 

 

 

男女ともに60歳以上で「精神的な充

実感を重視すべきである」と感じて

いる人の割合が８割以上となってお

り、特に女性60代で85％と最も高く

なっている。 

 

 

これからの社会の方向性 

年 代 別 

件数 

1，551 

全 体        
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33.6 30.119.7 16.1 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらかと
いえばそう思う どちらかといえば

そう思わない 選べない

そうは思わない

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

そう思う

19.7

23.9

32.5

22.0

19.7

19.4

25.3

31.8

15.6

10.2

11.5

7.6

15.4

22.1

25.2

0 20 40 60

どちらかといえば
そう思う

33.6

32.0

27.5

32.2

34.4

31.7

33.7

29.4

35.1

34.1

41.6

37.5

31.4

36.2

30.6

0 20 40 60
（％）

どちらかといえば
そう思わない

30.1

28.7

28.8

28.0

29.5

32.8

22.9

30.6

31.5

39.8

30.1

41.7

28.6

24.5

27.9

0 20 40 60

そうは思わない

16.1

14.9

11.3

16.1

16.4

15.6

18.1

7.1

17.1

15.9

16.8

13.2

23.4

16.6

14.4

0 20 40 60

選べない

0.6

0.5

0.0

1.7

0.0

0.5

0.0

1.2

0.6

0.0

0.0

0.0

1.1

0.6

1.8

0 20 40 60
（％）

（２）平等を重視する社会より、競争を重

視する社会の方が望ましい。責任は大

きくなっても、自分の選んだ分野で、

努力や能力が大きく報われる社会とす

べきである。 

 

 

「そう思う」が20％、「どちらかとい

えばそう思う」が34％で、これらを

あわせた過半数の人が「平等よりも

競争を重視する」と考えている。 

 

 

 

男女ともに60歳以上で「平等よりも

競争を重視する」人の割合が５割以

上となっており、男性70代以上が最

も高くなっている。また、男性20代、

女性30代でも同様に過半数が「平等

よりも競争を重視する」と感じてい

る。 

 

 

 

年 代 別 

件数 

1，551 

全 体        
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47.1 10.437.3 4.7 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う
どちらかと
いえばそう思う

どちらかといえば
そう思わない

選べない
そうは
思わない

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

そう思う

37.3

37.4

26.3

24.6

32.0

41.4

46.4

47.1

37.3

29.5

23.9

39.6

36.0

44.8

45.0

0 20 40 60

どちらかといえば
そう思う

47.1

46.8

52.5

59.3

44.3

44.1

42.8

41.2

47.5

48.9

58.4

49.3

49.1

41.1

39.6

0 20 40 60
（％）

どちらかといえば
そう思わない

10.4

10.7

18.8

9.3

15.6

8.6

9.0

5.9

10.2

19.3

11.5

7.6

9.1

9.8

7.2

0 20 40 60

そうは思わない

4.7

4.9

2.5

6.8

8.2

5.4

1.8

4.7

4.5

2.3

6.2

2.8

5.1

3.7

7.2

0 20 40 60

選べない

0.4

0.3

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

1.2

0.5

0.0

0.0

0.7

0.6

0.6

0.9

0 20 40 60
（％）

（３）個人的な幸福を追求する風潮が強

まっているが、個人の社会に対する責

任を自覚し、ボランティア活動や地域

づくりに積極的に参加して、社会貢献

をすべきである。 

 

 

「そう思う」が37％、「どちらかとい

えばそう思う」が47％で、これらを

あわせた８割以上の人が「個人的な

幸せよりも社会貢献を重視する」と

感じている。 

 

 

 

男女ともに年代が上がるにつれて「個

人的な幸せよりも社会貢献を重視す

る」と感じる傾向が見られ、男性60

代で89％、女性40代で89％と約９割

の人が「個人的な幸せよりも社会貢

献を重視する」と感じている。 

年 代 別 

件数 

1，551 

全 体        
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39.9 14.237.1 8.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う
どちらかと
いえばそう思う

どちらかといえば
そう思わない 選べない

そうは
思わない

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

そう思う

37.1

39.5

31.3

34.7

39.3

43.0

38.0

49.4

34.8

25.0

25.7

28.5

36.6

41.7

46.8

0 20 40 60

どちらかといえば
そう思う

39.9

39.5

51.3

43.2

42.6

36.0

38.6

28.2

40.3

53.4

47.8
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34.4
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どちらかといえば
そう思わない
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12.5
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16.5

15.7

14.8
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そうは思わない
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7.8

5.0

7.6

7.4
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4.7

8.9

6.8
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6.3

9.1

11.0

9.9

0 20 40 60

選べない
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0.0

0.0

1.2
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0.0

0.0
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0.0
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（４）多少生活が不便になったり、高い値

段で買い物をすることになっても、自

然や生活環境を守っていくべきである。 

 

 

「そう思う」が37％、「どちらかとい

えばそう思う」が40％で、これらを

あわせた約８割の人が、環境を重視

しようと考えている。 

 

 

 

年代が上がるにつれて「不便になっ

たり、高額で買物しても環境を重視

する」に対して「そう思う」と感じ

る傾向が見られ、男女ともに70歳以

上でそれぞれ49％、47％とピークに

なっている。 

年 代 別 

件数 

1，551 

全 体        



 

30 

31.8 22.828.2 16.6 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらかと
いえばそう思う

どちらかといえば
そう思わない 選べない

そうは思わない

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

そう思う

28.2
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39.6

0 20 40 60
（％）

どちらかといえば
そう思わない

22.8

18.5

21.3

17.8

18.9

19.4

16.9

17.6

26.8

30.7

23.9

31.9

33.1

23.3

15.3

0 20 40 60

そうは思わない

16.6

14.7

16.3

22.0

12.3

10.8

15.7

12.9

18.4

23.9

17.7

12.5

14.3

22.1

23.4

0 20 40 60

選べない

0.7

0.7

0.0

0.8

0.0

0.5

0.6

2.4

0.8

0.0

0.0

0.0

1.1

0.6

2.7

0 20 40 60
（％）

（５）集団学習による一律の教育よりも、

飛び級や自由な科目選択ができるよう

にし、子どもが得意な能力を伸ばせる

学校教育制度にすべきである。 

 

 

「そう思う」が28％、「どちらかとい

えばそう思う」が32％で、これらを

あわせた８割の人が「集団学習より

も得意能力を伸ばせる教育にすべき」

と感じている。 

 

 

 

性・年代別で見ると、「集団学習より

も得意能力を伸ばせる教育にすべき」

と感じている人の割合が最も高いの

は、男性では 50 代の 69.4％、女性

では 70 歳以上の 58.5％となってい

る一方で、女性の 20 代では、45.5％

と全県平均を 14.5 ポイントも下回

り低くなっている。 

年 代 別 

件数 

1，551 

全 体        
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36.6 13.540.9 8.1 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う
どちらかと
いえばそう思う

どちらかといえば
そう思わない 選べない

そうは
思わない

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

そう思う

40.9
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35.0
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42.3

35.2
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41.0

40.0

45.4

44.1
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0 20 40 60
（％）

どちらかといえば
そう思わない
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4.7
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12.6

0 20 40 60

そうは思わない
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3.4
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4.9

9.7

9.8

5.4

0 20 40 60
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0.0
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0.6
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0 20 40 60
（％）

（６）急激な少子化の進行により、社会を

支える次世代の若者への過重な負担が

懸念されている。子育てを家庭まかせ

にせず、社会全体で支える制度を構築

すべきである。 

 

 

「そう思う」が 41％、「どちらかと

いえばそう思う」が 37％で、これら

をあわせた約８割の人が「子育てを

家庭まかせにせず、社会全体で支え

る制度を構築すべき」と感じている。 

 

 

 

女性ではいずれの年代も大きな差異

は見られず、７割から８割の人がそ

のように感じているが、男性では年

代が上がるにつれてそのように感じ

ている人の割合が高くなる傾向が見

られ、70 歳以上で 89％と、男女問わ

ず最も高くなっている。「そう思う」

と「どちらかといえばそう思う」を

あわせた「子育てを家庭まかせにせ

ず、社会全体で支える制度を構築す

べき」と感じている人の割合が、男

性では 70 歳以上で 89％、女性では

40代で82％とそれぞれの性別で最も

高くなっている。 

年 代 別 

件数 

1，551 

全 体        
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いえばそう思う

どちらかといえば
そう思わない 選べない

そうは
思わない

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

そう思う
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42.5

24.6
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0 20 40 60
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どちらかといえば
そう思わない
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16.9

22.7

16.8
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17.7
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17.1

0 20 40 60

そうは思わない
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8.2

7.9

8.0
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9.1

9.8

9.0

0 20 40 60

選べない
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0.0
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0.0

1.2
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0.0

2.3

0.6

1.8

0 20 40 60
（％）

（７）身近な公共サービスすべてを行政が

行うのではなく、民間や住民同士でで

きるものは、規制緩和などにより企業

やＮＰＯ（民間非営利団体）などに任

せるべきである。 

 

 

「そう思う」が31％、「どちらかとい

えばそう思う」が44％で、これらを

あわせた７割以上の人が「公共サー

ビスすべてを行政が行うのではなく

民間企業などにも任せるべき」と感

じている。 

 

 

 

「そう思う」と「どちらかといえば

そう思う」をあわせた「公共サービ

スすべてを行政が行うのではなく民

間企業などにも任せるべき」と感じ

ている人の割合は、性別・年代に大

きな差はみられず、男性の 70 歳以上

で 82％と最も高くなっている。

年 代 別 

件数 

1，551 

全 体        
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福祉や保健医療が充実し、健康で快適に暮らせる県

災害に強く、事故や犯罪の少ない安全な県

ゆとりのある居住環境の中で落ち着いて暮らせる県

自然との共生が実現した美しい県

高齢者や女性など、誰もがいきいきと活躍する県

子どもの教育や生涯学習環境にすぐれた教育県

環境への負荷の少ない環境循環型社会が実現した県

農林水産の特産物が多数あり、この恵みを享受できる県

スポーツ活動の先進県

国内外との活発な交流が行われている県

ボランティア活動やＮＰＯ（民間非営利団体）活動が盛んな県

世界的な先端技術産業が集積した県

研究者や芸術家が集まる学術・文化の盛んな県

その他

わからない
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42.2
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20.1
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9.2

5.9

5.2

4.8

4.7

4.4
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1.7
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（％）

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

（Ｎ）

全県(1,551)

〔性・年代〕

　男性小計(757)

　20代(80)

　30代(118)

　40代(122)

　50代(186)

　60代(166)

　70歳以上(85)

　女性小計(794)

　20代(88)

　30代(113)

　40代(144)

　50代(175)

　60代(163)

　70歳以上(111)

福祉や保健医療が
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ゆとりのある居住環境

の中で落ち着いて暮ら
せる県

42.2

39.2

48.8

42.4

44.3

38.7

36.1

45.1

45.1

51.4

36.2

30.6

25.9

45.5

57.1

0 20 40 60 80

自然との共生が

実現した美しい県

36.6

42.0

32.5

44.9

44.3

44.6

41.0

31.5

30.1

27.8

35.0

28.8

40.0

36.4

31.4

0 20 40 60 80

高齢者や女性など、

誰もがいきいきと
活躍する県

27.9

21.1

13.8

12.7

14.8

25.3

25.3

34.3

27.4

34.0

47.9

40.5

24.0

30.7

31.8

0 20 40 60 80
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Ｑ22〔回答票 28〕あなたは、２０年後

の静岡県が、どのような県になって

ほしいですか。この中から３つまで

あげてください。（Ｍ.Ａ.） 

 

 

「福祉や保健医療が充実し、健康で

快適に暮らせる県」が61％で最も多

く、続いて「災害に強く、事故や犯

罪が少ない安全な県」、「ゆとりのあ

る居住環境の中で落ち着いて暮らせ

る県」、「自然との共生が実現した美

しい県」、「高齢者や女性など、誰も

がいきいきと活躍する県」以上が上

位５項目となっている。 

 

 

 

 

 

男性20代を除いた年代において第１

位は「福祉や保健医療が充実し、健

康で快適に暮らせる県」となってい

る。男女ともに年代が上がるにつれ

て「福祉や保健医療が充実し、健康

で快適に暮らせる県」の割合が高く

なっており、男性では70歳以上、女

性では60代がピークとなっている。

また、女性50代で「ゆとりのある居

住環境の中で落ち着いて暮らせる県」

が、女性60歳以上で「高齢者や女性

など、誰もがいきいきと活躍する県」

がそれぞれ全県平均を10ポイント以

上上回っている。 

全 体        

静岡県の２０年後の姿 
について 

性 ・ 年 代 別 

Ｎ＝1,551 

「福祉や保健医療が充実し、健康で快適に暮らせる県」
が 61％で最も多い 
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